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 入園・進級して１ヶ月が経ち、泣きながら登園していた子ども達も笑顔で元気に登園し、

友達と仲良く遊ぶ姿が見られるようになってきました。日中も過ごしやすく子ども達の活動

が活発になるこの季節、色々な体験が出来るような保育を考えていきたいと思います。 

 

今月の行事予定 

 

お知らせ 

○お弁当の日について 

   これから暑くなるにつれて食べ物が傷みやすく、食中毒の多い時期ですので、 

   ６月～９月までの間、お弁当の日はお休みになります。 
 

○保育参観について 

１１日（土） 以上児（すみれ・さくら・ひまわり） 

１８日（土） 未満児（たんぽぽ０・１・ばら） 

             

・送迎の際は、正門・駐車場の開けた扉は、子どもたちの安全の 

 ため、必ず締めて下さい。 
 

・降園後は、子ども達から目を離さないようお願いします。 

 遊び慣れている遊具でも、少し目を離した隙に、大きなケガに 

 つながってしまうことがあります。 

  心を育てるしつけのツボ 

               ～ しつけのベースは、愛情・安心・信頼 ～  
 

しつけとは、単に「ルールを守らせる」ことではなく、子ども自身がなぜそうしないといけない

かを理解し、行動出来ることです。 
 

こうした行動がとれるようになるには・・・ 
 

「愛情・安心・信頼」という子どもの欲求がある程度満たされている事が必要です。 
 

・愛 情・・・お母さんやお父さんの愛情をたっぷりもらうと、子どもも 

親や身の回りの人に愛情を持てるようになります。 
 

・安 心・・・安心を感じられる生活の中で、自分をコントロールする力を

育むことが出来ます。 
 

・信 頼・・・身近な人との信頼関係があれば、その人の期待に応えようと

します。 

知っておきたい！しつけのコツ 

１． 生活リズムを安定させる 

→ 気持ちが安定していないと、なかなか親の言うことに耳を傾けてくれません。食事や 

睡眠、排泄、遊びなどの生活リズムを整えることもとても重要です。 

２． 子どもをよく観察しよう 

→ しつけをした後は「子どもにメッセージが伝わっているか」「子どもなりに納得したか」 

をよく観察し、その結果から、柔軟にしつけの仕方を変えていくことも必要です。 

３． その子に合ったしつけをする 

→ 他の子と比べたりするのはやめましょう。 

４． 一貫性をもたせよう 

→「家の中ではダメだけど、外では大目にみよう」では子どもは混乱します。 

ダメなことは出来るだけ一貫して「ダメ！」と教えましょう。 

５． 家族全員で取り組もう 

→ お母さんは日常のしつけ役、お父さんは「いざ！」という時の係など役割にとらわれず、 

必要に応じて祖父母などの協力も得ながら、取り組んでいきましょう。 

 

しつけは、わが子に合った方法をまさに“ツボ”を探るように見つけていくところ

におもしろさがあります。その過程で子も親も一歩一歩成長していくのです。 

 

８日（水） 避難訓練 １８日（土） 保育参観（未満児） 

１１日（土） 保育参観（以上児） ２２日（水） 園児健康診断（未満児） 

１５日（水） 
お弁当の日 

みんなであそぼう 

２８日（火） 園児健康診断（以上児）  

２４日（金） 誕生会 

２２（水）・１６・２３・３０日 (木) 体操教室（すみれ・さくら・ひまわり） 

１３・２０・２７日（月） 音楽教室（すみれ・さくら・ひまわり） 

１１日（土）・１３・２０・２７日（月） 英語教室（ひまわり） 

５月の園だより 

※２日に分けて行います 

 

お願い 

～「すくすく子育て」より～ 

 


